
※令和３年度以前入学生用 

学校番号 3005 

 

令和５年度 外国語科 

 

教科 科目 単位数 指導学年 教材名・副教材名 

外国語 コミュニケーション英語Ⅱ ２ 第３学年 

「 LANDMARK FIT English Communication Ⅱ 」（ 啓 林 館 ）

「LANDMARK FIT English CommunicationⅡ」Workbook（啓林館） 

「英単語ターゲット 1900 ６訂版」（旺文社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・１、２年生で培った「話すこと」「書くこと」｢聞くこと｣「読むこと」の４技能の力をさらに発展させる授業です。 

・英語の語彙や文法については、実際のコミュニケーションでどのように使われるかということを意識して学習し、必要

となる基本的な語句や表現をしっかり覚えましょう。 

・音読は英語学習の中でとても大切な練習の一つです。英語のリズムやイントネーションに気をつけ、聞いている人に伝

わるような音読を心がけましょう。 

 

２ 学習の到達目標（CAN-DO リストによる当該学年の４技能の到達目標） 

【第３学年】履修科目：「コミュニケーション英語Ⅱ」（２単位） 

選択科目：「英語表現Ⅱ」（３単位）、「英語演習」（２単位）及び「英語会話」（２単位） 

主な教材：上記科目の教科書、教科書の内容に関連した別教材 

話すこと 書くこと 聞くこと 読むこと 

学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 学習到達目標 科目・評価 

◆自分の経験、将

来の夢や希望な

どの話題を事前

にメモ等で用意

し、理由と具体

例を添えて短く

説明できる。 

◆文単位で話すこ

とができる。 

◆英語らしいイン

トネーションと

リズムで発話で

きる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ  

スピーキン

グテスト 

 

 

◆自分の行動につい

て、物事の順を追っ

て筋道が立っている

文章をいくつかの段

落で書くことができ

る。 

◆70 語程度の英文を書

くことができる。 

◆基礎的な文法と構 

文を使うことができ

る。 

ｺﾐｭ英Ⅱ  

定期考査 

 

 

 

◇ゆっくりはっきり

と聞き取ることに

より、外国の文

化・風習などでも

その概要を理解す

ることができる。 

◇教科書の英文を聞

き、その概要を理

解できる。 

◇英語による他者 

の発表の概要を理

解できる。 

ｺﾐｭ英Ⅱ  

リスニング

テスト 

 

◇300 語程度の

英文を読み、要

旨を理解でき

る。 

◇英検準２級程

度の概要を理

解できる。 

◇辞書を適宜使

い自力で文章

の概要を理解

する。 

ｺﾐｭ英Ⅱ  

音読テスト 

定期考査 

 

３ 学習評価(評価の観点と実施方法) 

観

点 

コミュニケーションへの 

関心・意欲・態度 
外国語表現の能力 外国語理解の能力 

言語や文化についての 

知識理解 

実

施

方

法 

積極的に言語活動を行い、コミ

ュニケーションを図ろうとし

ているかについて的確に評価

する。 

CAN-DO リストによる「話す

こと｣と｢書くこと｣の到達目標

について的確に評価する。 

CAN-DO リストによる｢聞

くこと｣と「読むこと」の到達

目標について的確に評価す

る。 

英語やその運用についての

知 識を身につけているとと

もに、その背景にある文化な

ど を理解しているかについ

て的確に評価する。 

上に示す観点に基づいて学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じてそれぞれの観点を適切に配分し、評価します。 



※令和３年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 6  

( 15 時間) 

・ガウディと
サグラダ・フ
ァミリアの歴
史 を 理 解 す
る。 

・ガウディの
死後のサグラ
ダ・ファミリ
アについて理
解する。 

・外尾がサグ
ラダ・ファミ
リアの彫刻家
となった経緯
について理解
する。 

・ガウディの
思想や自然と
の関わりにつ
いて理解する 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

理解できないことや未  

知の語句があっても、 

推測するなどして読み 

続けることができる。 

ガウディとサグラダ・フ

ァミリアについてワーク

シートを用いて本文の概

要を把握する。 

学んだことをもと 

に、言語活動に積極 

的に取り組んでい 

る。 

ワークシートの提出 

により、その内容を 

取組状況の判断材料 

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

ガウディとサグラダ・ 

ファミリアについて簡 

潔に書いたり、話した 

りして情報を適切に伝 

える。 

ガウディとサグラダ・フ 

ァミリアについての情報 

や考えをまとめ、まとま 

った文を書き発表する。 

ガウディとサグラ

ダ・ファミリアにつ

いて、情報や考えな

どを適切に伝えてい

る。 

ワークシートの提出

により、その取り組

み内容を判断材料と

して活用する。 

 

「外国語理解の能力」 

語句や表現、文法事項

などの知識を活用して

内容を的確に聞き取る

ことができる。 

セクションごとに関連材 

料をもとに内容をイメー 

ジし、概要や要点を捉え 

理解する。 

ガウディとサグラ

ダ・ファミリアにつ

いて、聞いたり読ん

だりといった活動を

通し理解できてい

る。 

定期考査において、

内容理解を問う出題

に対し適切な理解が

できているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

現在分詞の分詞構文， 

過去分詞の分詞構文， 

S＋V[知覚動詞]＋O＋ 

過去分詞の用法を理 

解することができる。 

本文中で用いられている 

文の意味や用法を確認す 

る。 

言語の使用場面と働きを

意識した問題を解く。 

現在分詞の分詞構文 

過去分詞の分詞構， 

S＋V[知覚動詞]＋O＋ 

過去分詞の用法を理 

解することができる 

言語の使用場面と働 

きを意識した定期考 

査において、知識が 

身についているかを 

判断する。 

Lesson 7  

( 15 時間) 

・手紙の書き
手である栗林
と硫黄島につ
い て 理 解 す
る。 

・硫黄島の戦
いや，栗林中
将の作戦につ
いて理解する 

・地下壕を掘
る際に日本兵
が抱えた問題
を理解する。 

・硫黄島にい
た日本兵がど
うなったかを
理解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

学んだことで積極的に 

言語活動を行いコミュ 

ニケーションを図ろう 

とする。 

本文を読んで、送られた 

手紙やその時の登場人物 

の心情について、自分の 

考えを記入する。 

学んだことをもとに 

言語活動に積極的に 

取り組んでいる。 

ワークシートの提出 

により、その内容を 

取組状況の判断材料 

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

それぞれの登場人物  

について簡潔に書いた 

り、話したりして情報 

を適切に伝える。 

それぞれの登場人物につ

いての情報や考えをまと

め、まとまった文を書き

発表する。 

それぞれの登場人物  

について、聞いたり 

読んだりといった活 

動を通し理解できて 

いる。 

ワークシートの提出

により、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

語句や表現などの知識  

を活用して内容を的確  

に読み取ることができ  

る。 

セクションごとに関連材

料をもとに内容をイメー

ジし、概要や要点を捉え

理解する。 

語句や表現などの知  

識を活用して内容を  

的確に読み取ること  

ができる。 

定期考査において、

内容理解を問う出題

に対し適切な理解が

できているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

複合関係詞，対比を表

す while，動名詞の意

味上の主語，完了形の

分詞構文用法を理解す

ることができる。 

本文中で用いられている

文の意味や用法を確認す

る。 

言語の使用場面と働きを

意識した問題を解く。 

複合関係詞，対比を 

表す while，動名詞の 

意味上の主語，完 

了形の分詞構文用法 

を理解している 

定期考査において、

言語の使用場面と働

きを意識した知識が

身についているかを

判断する。 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 8 

 ( 16 時間) 

・持続可能な
社会とはどの
ようなものか
理解する。 

・江戸時代の
循環型社会に
ついて理解す
る。 

・江戸時代の
循環型社会が
もたらした変
化 を 理 解 す
る。 

・江戸時代の
循環型社会が
成功した理由
を理解する。 

 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

学んだことで積極的に 

言語活動を行い、コミ 

ュニケーションを図ろ 

うとする。 

持続可能な社会とはどの

ようなものかについてワ

ークシートを用いてまと

め意見を交換し合う。 

学んだことをもと

に、言語活動に積極 

的に取り組んでい 

る。 

ワークシートの提出 

により、その内容を 

取組状況の判断材料 

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

持続可能な社会とはど

のようなものかについ

て簡潔に書いたり、話

したりして情報を適切

に伝える。 

与えられた表現を使っ  

て情報や考えをまとめ、

まとまった文を書き発表

する。 

 

各パートの内容を簡  

潔にまとめあげてい  

る。 

ワークシートの提出 

により、その内容を 

取組状況の判断材料 

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

語句や表現、文法事項 

などの知識を活用して

内容を的確に聞き取る

ことができる。 

セクションごとに関連材 

料を基に内容をイメージ 

し、概要や要点を捉え理 

解する。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して、内容を的確に 

聞き取っている。 

定期考査において、

内容理解を問う出題

に対し適切な理解が

できているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

前置詞＋関係代名詞， 

使役動詞＋O＋過去分 

詞，助動詞＋have＋過 

去分詞，完了形の不定 

詞の用法を理解するこ 

とができる。 

本文中で用いられてい  

る文の意味や用法を確  

認する。 

言語の使用場面と働きを

意識した問題を解く。 

前置詞＋関係代名詞

役動詞＋O＋過去分詞

助動詞＋have＋過去 

分詞､完了形の不定 

詞の用法を理解して

いる。 

言語の使用場面と働  

きを意識した定期考  

査の筆記において、 

知識が身についてい 

るかを判断する。 

Lesson 9 

 ( 16 時間) 

・AI とは何か
理解する。 

・「ディープ・
ラーニング」
を用いてAIが
出来ることに
ついて理解す
る。 

・AI がもたら
しうる利点に
ついて理解す
る。 

・AI の潜在的
な危険性につ
い て 理 解 す
る。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

AI がもたらしうる利点 

や、潜在的な危険性に 

ついて読み進められる 

本文を読んで、「彼女」  

に出会って「私」がどう  

変わったのか、ワークシ 

ートを用いてまとめ意見 

を交換し合う。 

 

AI がもたらしうる利 

点や、潜在的な危険 

性について読み進め 

ている 

ワークシートの提出 

により、その内容を 

取組状況の判断材料 

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

本文を読んで「ディー

プ・ラーニング」を用

いて AI が出来ること

について簡潔に書いた

り、話したりして情報

を適切に伝える。 

本文を読んで、 AI がも

たらしうる利点 

や、潜在的な危険性に 

ついて、まとまった文 

を書き発表する。 

 

各パートの内容を簡  

潔にまとめあげてい  

る。 

ワークシートの提出

により、その内容を

取組状況の判断材料

として活用する。 

「外国語理解の能力」 

本文を読んで「ディ

ープ・ラーニング」

を用いて AI が出来

ることについて簡潔

に書いたり概要や要

点を捉え理解する。 

 

AI がもたらしうる利点

や潜在的な危険性につい

て内容をイメージしなが

ら概要や要点を捉え理解

する。 

 

語句や表現などの知  

識を活用して内容を  

的確に読み取ること  

ができる。 

定期考査において、

内容理解を問う出題

に対し適切な理解が

できているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

仮定法過去，仮定法過

去完了，進行形の受動

態を理解することがで

きる。 

本文中で用いられてい 

る文の意味や用法を確 

認する。 

言語の使用場面と働き 

を意識した問題を解く。 

仮定法過去，仮定法 

過去完了，進行形の 

受動態を理解してい 

る。 

言語の使用場面と働 

きを意識した定期考 

査において、知識が 

身についているかを 

判断する。 



※令和３年度以前入学生用 

 

 

単元 

(配当時間) 
題材内容 単元の目標 主な学習内容 単元の評価規準 評価方法 

Lesson 10 

 ( 16 時間) 

・ブータンが
どのような国
か理解する。 

・ブータンの
GNH への捉
え方について
理解する。 

・ブータン政
府の政策につ
い て 理 解 す
る。 

・ブータン社
会について理
解する。 

「コミュニケーションへの関心・意欲・態度」 

ブータン王国の幸せの

概念について学んだこ

とについて積極的に言

語活動を行い、異文化

の社会について理解す

る。 

ワークシートを用いて本  

文の概要を把握する。 

既習の英語知識を利 

用して、できる限り

自分の力で英文を理  

解することができ

る。 

ワークシートの提出 

により、その内容を 

取組状況の判断材料 

として活用する。 

「外国語表現の能力」 

本文に関する英語の質  

問に対して簡潔に書い 

たり、話したりして情 

報を適切に伝える。 

 

本文に関する情報や考え 

をまとめ、まとまった文 

を書き発表する。 

本文に関する英語の  

質問に対して柔軟に  

答えている。 

ワークシートの提 

出により、その取り

組み内容を判断材料

として活用する。 

 

「外国語理解の能力」 

語句や表現、文法事項 

などの知識を活用して

内容を的確に聞き取る

ことができる。 

パートごとに関連した 

画像や資料を見ながら、 

その内容を理解する。 

語句や表現、文法事 

項などの知識を活用 

して内容を的確に聞

き取っている。 

定期考査において、

内容理解を問う出題

に対し適切な理解が

できているかを判断

する。 

「言語や文化についての知識・理解」 

強調構文，部分否定， 

if を使わない仮定法， 

前文の内容を受ける関 

係代名詞 which の用 

法を理解することがで 

きる。 

本文中で用いられている

文の意味や用法を確認す

る。 

言語の使用場面と働き 

を意識した問題を解く。 

強調構文，部分否定 

if を使わない仮定法 

前文の内容を受ける 

関係代名詞 which  

の用法を理解してい 

る。 

言語の使用場面と働 

きを意識した定期考 

査において、知識が 

身についているかを 

判断する。 


